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１
．
は
じ
め
に

　

尾
瀬
の
維
管
束
植
物
（
シ
ダ
植
物
と
種
子
植
物
：
以
下

「
植
物
」
と
い
う
）
の
目
録
は
、
第
１
次
尾
瀬
総
合
学
術
調

査
（
１
９
５
０
〜
１
９
５
２
年
）
時
に
東
京
大
学
の
原
寛
博

士
と
水
島
正
美
博
士
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
（H

ara 
and M

izushim
a, 1954

）
。
こ
の
目
録
は
、
基
本
的
に
証

拠
標
本
に
基
づ
い
て
６
９
３
種
類
（
６
７
６
種
２
亜
種
11
変

種
４
雑
種
）
の
植
物
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
第
２

次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
（
１
９
７
７
〜
１
９
７
９
年
）
で
、

こ
の
目
録
に
追
加
す
る
植
物
の
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

（H
ara, 1982

）
。
一
方
、
尾
瀬
の
植
物
相
は
高
い
関
心

を
集
め
、
報
告
書
や
地
方
出
版
物
な
ど
の
中
で
い
く
つ
か
の

植
物
目
録
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
目
録

に
は
①
必
ず
し
も
標
本
を
根
拠
と
は
せ
ず
、
掲
載
さ
れ
た
種

類
の
再
検
討
が
で
き
な
い
も
の
が
多
い
、
②
採
用
さ
れ
た
分

類
上
の
単
位
が
目
録
に
よ
っ
て
異
な
る
、
③
作
成
さ
れ
た
年

代
が
異
な
り
、
分
類
学
的
な
見
解
も
そ
の
間
に
変
化
し
て
い

る
、
た
め
単
純
な
対
比
や
検
討
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
（
２
０
１
７
〜

２
０
１
９
年
）
で
は
、
過
去
に
尾
瀬
で
採
集
さ
れ
博
物
館
や

大
学
の
標
本
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
標
本
の
再
検
討
と
、
現
地
調

査
に
お
け
る
採
取
品
を
も
と
に
、
尾
瀬
の
植
物
目
録
を
作
成

し
ま
し
た
。

　

植
物
の
分
類
体
系
や
、
あ
る
植
物
の
分
類
学
的
な
取
扱

（
分
離
・
統
合
な
ど
）
は
、
時
と
と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
た
と
え
ば
１
９
９
０
年
代
頃
ま
で
主
流
だ
っ
た
被
子
植

物
を
単
子
葉
類
と
双
子
葉
類
に
分
け
る
分
類
体
系
か
ら
、
現

在
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
を
根
拠
と
し
た
分
子
系
統
学
に

基
づ
く
分
類
（
Ａ
Ｐ
Ｇ
分
類
や
Ｐ
Ｐ
Ｇ
分
類
）
が
主
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。
図
鑑
も
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
も
の
が
近
年

相
次
い
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
植
物
目
録
の
改
訂

は
、
過
去
の
記
録
を
現
在
の
分
類
学
的
な
見
解
と
分
類
体
系

に
合
わ
せ
て
見
直
す
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
目
的
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
初
記
録
の
植
物
な
ど

　
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で
尾
瀬
（
尾
瀬
ヶ
原
と
尾
瀬

沼
を
囲
む
稜
線
と
三
条
ノ
滝
の
内
側
）
か
ら
記
録
さ
れ
た
、

過
去
の
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
に
記
録
の
な
い
植
物
は
１
９
７

種
類
（
１
６
３
種
４
亜
種
20
変
種
10
雑
種
）
で
、
こ
の
う

ち
63
種
類
（
46
種
２
亜
種
10
変
種
５
雑
種
）
が
尾
瀬
初
記
録

と
な
る
植
物
で
す
。
今
回
初
記
録
と
な
っ
た
植
物
の
中
に
は

２
０
１
７
年
に
新
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
ミ
ヤ
マ
ト
キ
ソ
ウ

も
含
ま
れ
ま
す
。
同
様
に
フ
タ
マ
タ
ア
ザ
ミ
も
２
０
１
１
年

に
な
っ
て
新
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
植
物
で
す
。
現
地
調
査

の
結
果
、
池
溏
の
底
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
シ
ズ
イ
、
至
仏
山

か
ら
採
集
さ
れ
た
チ
チ
ッ
パ
ベ
ン
ケ
イ
と
ハ
ナ
チ
ダ
ケ
サ
シ

な
ど
の
ほ
か
、
過
去
の
尾
瀬
産
標
本
が
見
つ
か
っ
た
ヒ
メ
ミ

ク
リ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
が
尾
瀬
初
記
録
に
な
り

ま
し
た
。
尾
瀬
関
係
者
の
間
で
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

ヤ
ド
リ
ギ
も
正
式
な
記
録
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
こ
の
ほ

か
リ
ン
ネ
ソ
ウ
や
イ
ケ
マ
、
そ
し
て
意
外
な
と
こ
ろ
で
は
ハ

ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
も
過
去
の
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で
は

記
録
が
な
く
、
植
物
誌
な
ど
の
地
方
出
版
物
の
目
録
の
み
か

ら
記
録
が
あ
り
ま
し
た
が
、
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で

は
証
拠
標
本
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
や
直
近
の
調
査
記
録
で
植
物

の
種
類
数
が
増
え
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
大
森
（
２
０
１
９
）
に
よ
っ
て
初
め

て
記
録
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
コ
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ

（
図
１
）
は
、
在
来
種
の
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
と
交
雑
し
て

尾
瀬
の
維
管
束
植
物
目
録
の
見
直
し

大
森　
威
宏
（
群
馬
県
立
自
然
史
博
物
館
）図１．外来種コテングクワガタ
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純
粋
な
テ
ン
グ
ク
ワ
ガ
タ
を
減
少
さ
せ
、
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ブ
タ
ナ
、
ハ
イ
コ
ヌ
カ
グ
サ

な
ど
の
国
外
外
来
種
（
帰
化
植
物
）
や
ヒ
メ
キ
ン
ミ

ズ
ヒ
キ
、
コ
ウ
ゾ
リ
ナ
な
ど
の
国
内
外
来
種
も
相
次

い
で
尾
瀬
か
ら
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

３
．
分
類
の
取
扱
が
変
わ
っ
た
植
物

　
ミ
ク
ニ
サ
イ
シ
ン
は
第
１
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査

時
に
は
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
と
さ
れ
た
植
物
で
す
。

２
０
０
７
年
に
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
が
４
種
に
分
け
ら

れ
た
際
に
新
種
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
の
１
つ

で
、
越
後
山
地
と
尾
瀬
に
固
有
で
す
。
ま
た
ヤ
ナ
ギ

ラ
ン
を
２
つ
の
亜
種
に
分
け
た
結
果
、
尾
瀬
な
ど
本

州
中
部
の
も
の
は
、
北
東
北
以
北
の
狭
義
ヤ
ナ
ギ
ラ

ン
と
は
別
亜
種
の
ウ
ス
ゲ
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
と
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
尾
瀬
の
名
を
も
つ
オ
ゼ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
オ
ゼ
タ
イ
ゲ
キ

は
現
在
オ
ク
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ハ
ク
サ
ン
タ
イ
ゲ
キ
と
同
じ
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ジ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
ズ
マ
ギ

ク
は
、
最
新
の
『
改
訂
新
版　

日
本
の
野
生
植
物
１
〜
５

（
大
橋
ほ
か
編
（
２
０
１
５
〜
２
０
１
７
年
）
』
で
は
ミ
ヤ

マ
ア
ズ
マ
ギ
ク
の
項
目
の
中
で
「
谷
川
岳
、
至
仏
山
な
ど
の

蛇
紋
岩
地
に
は
ジ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
ズ
マ
ギ
ク
が
区
別
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
シ
ク
サ
科
や
、
タ
ヌ
キ
モ
科
水
生
タ
ヌ
キ
モ
属
、
キ
ク

科
ニ
ガ
ナ
属
は
近
年
大
き
く
見
解
が
変
わ
り
ま
し
た
。
尾
瀬

固
有
と
さ
れ
た
ユ
キ
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
（
図
２
）
は
、
『
改
訂
新

版　
日
本
の
野
生
植
物
』
で
は
ク
ロ
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
モ
ド
キ
と

と
も
に
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ヤ
メ

平
に
も
分
布
す
る
ノ
ソ
リ
ホ
シ
ク
サ
は
、
北
海
道
に
分
布
す
る

ク
シ
ロ
ホ
シ
ク
サ
に
含
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第
１
次
尾

瀬
総
合
学
術
調
査
で
記
録
さ
れ
た
イ
ト
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
は
す
べ

て
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ
に
同
定
さ
れ
ま
し
た
。
尾
瀬
の
水
生
タ
ヌ
キ

モ
属
は
、
コ
タ
ヌ
キ
モ
が
古
く
か
ら
記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
捕
虫
嚢
の
吸
収
毛
の
形
な
ど
か
ら
ヤ
チ
コ
タ
ヌ
キ
モ
と

し
て
扱
う
こ
と
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
イ
ヌ

タ
ヌ
キ
モ
と
ヒ
メ
タ
ヌ
キ
モ
も
尾
瀬
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
尾
瀬
の
ニ
ガ
ナ
類
は
従
来
ハ
ナ
ニ
ガ
ナ
と
ク
モ
マ
ニ
ガ

ナ
、
さ
ら
に
群
馬
県
内
の
文
献
で
、
至
仏
山
か
ら
記
録
さ
れ

た
タ
カ
ネ
ニ
ガ
ナ
で
す
。
こ
の
う
ち
北
東
北
に
み
ら
れ
る
ク

モ
マ
ニ
ガ
ナ
の
形
態
に
合
致
す
る
植
物
は
尾
瀬
か
ら
は
確
認

で
き
ず
、
ク
モ
マ
ニ
ガ
ナ
と
さ
れ
た
も
の
は
、
ハ
ナ
ニ
ガ
ナ

と
近
年
再
認
識
さ
れ
た
シ
ラ
ネ
ニ
ガ
ナ
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

オ
ゼ
ニ
ガ
ナ
も
近
年
亜
種
と
し
て
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
．
ま
と
め
・
今
後
の
課
題

　
第
４
次
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
で
は
８
９
３
種
類
（
８
３
４

種
７
亜
種
34
変
種
18
雑
種
）
の
植
物
が
尾
瀬
か
ら
記
録
さ

れ
、
仮
目
録
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
よ
り
軽
微
な
変

異
に
基
づ
く
、
品
種
ま
で
含
め
た
既
存
の
植
物
目
録
で
も

９
０
０
〜
１
，
０
０
０
種
類
程
度
を
記
録
し
て
い
る
た
め
、

変
種
以
上
及
び
雑
種
と
し
て
認
識
さ
れ
る
尾
瀬
産
植
物
の
種

類
数
と
し
て
は
妥
当
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
過

去
の
尾
瀬
総
合
学
術
調
査
の
目
録
に
記
録
が
あ
り
な
が
ら
標

本
が
確
認
で
き
な
い
植
物
が
９
種
、
同
定
に
疑
問
が
あ
る

か
、
標
本
ラ
ベ
ル
か
ら
尾
瀬
の
稜
線
外
で
採
集
し
た
も
の
を

目
録
に
入
れ
た
疑
い
が
強
い
植
物
が
10
種
あ
り
ま
す
。
今
回

記
録
し
た
植
物
の
中
で
も
、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
ト
リ
カ
ブ
ト

属
、
キ
ク
科
ニ
ガ
ナ
属
、
コ
ウ
モ
リ
ソ
ウ
属
な
ど
は
尾
瀬
の

中
で
も
中
間
型
の
存
在
な
ど
分
類
学
的
に
未
解
決
の
問
題
も

多
く
、
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
近
年
記
録
さ
れ
た
植
物
の
中
に
は
、
シ
ョ
ウ
ブ
、

コ
ウ
キ
ク
サ
、
ク
サ
ヨ
シ
の
よ
う
に
移
入
と
考
え
ら
れ
る
も

の
の
断
定
し
き
れ
な
い
も
の
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

新
た
な
人
里
の
植
物
の
侵
入
は
予
想
さ
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

食
害
に
よ
り
近
年
減
少
し
た
植
物
と
と
も
に
、
新
た
な
侵
入

種
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
植
物
の
動
向
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ

り
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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